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川は、現在のわたしたちの生活に欠かせないもので

す。しかしながら、それを実感する人はそこまで多く

ないかもしれません。日本においては、川は生活用水

や農業用水、工業用水、水力発電の水源として利用さ

れるなど、わたしたちと密接な関わりを持っています。

過去に目を向けると、川は生活用水や農業用水のほ

かにも、人や物を舟で運ぶ舟運や、漁業を行う場とし

てなど、現在よりも多様な形で利用されていました。

それは、いったいどのような様子だったのでしょうか。

かつての川の利用の様子を示す資料として、古文書

や写真がある一方で、それを絵画的に描いた絵図や地

図があります。本展では、主に、江戸時代以降の川

や、川を利用する人々を描いた絵図や地図を中心に展

示します。生活に欠かせない川の利用の様子やその変

化を知ることで、地域の歴史や文化を再発見するきっ

かけになれば幸いです。

1 ．川と日本人
日本では、弥生時代に稲作が普及したことで、川魚

の漁や川舟での移動とともに、農業用水を中心とした

川の利用がみられるようになりました。

日本において川の利用が盛んになるのは、江戸時代

からとされます。戦乱の世が終わり、安定した社会が

訪れると、人口が増大するとともに、これまで開発さ

れていなかった土地を新田として開発し、人々が広く

集落を形成し生活するようになったことが背景にあり

ます。

江戸時代は石高制でもあったことから、稲作に不可
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欠な農業用水の重要性が増すとともに、より多くの

人々が農業用水として川を利用するようになりました。

また、広範囲の集落を移動するため、舟運も盛んに

行なわれるようになりました。川舟での移動は、波が

少なく穏やかで、ゆったりと流れていく景色を眺める

ことができ、画家や文人にも好まれました。江戸時代

に生きた画家伊藤若冲は、川舟で淀川を下った際の感

興を、拓版画という技法を用いて表現しました。川舟

の利用は全国各地で見られましたが、その背景には川

舟の便利さや、こうした快適さがあったと考えられます。

明治時代になると、川は農業用水や舟運の輸送路、

漁業の場としてのほか、水力発電の水源としても利用

されるようになりました。明治時代の終わりになる

と、より早く目的地に着く鉄道の普及もあり、舟運利

用が減少する一方で、工業用水としての川の利用が増

加しました。

第二次世界大戦後は、復興や経済成長のため、水力

発電の水源や工業用水の需要がますます増大しまし

た。こうした需要を満たす手段としてダム開発があり

ました。ダムは、川の水量が豊富なときには水を貯留

し、渇水時には水を放流するなど、川の水量調節に

よって新たな水利用を可能にしました。

1990年代になると、工業開発による水質汚染が問

題となり、「環境」に対する配慮が必要とされました。

ここでの「環境」とは、水質だけでなく、生態系など

も含んだもので、こうした「環境」に配慮した河川の

政策、整備が必要とされました。さらに近年には、川

を親水空間などとして、川の水だけではなく、川とい

う「空間」そのものを活用しようとする動きが出てき

ました。

このように日本における川の利用は、時代とともに

変化してきました。本章では、日本人の川利用の様子

を、日本各地の資料から概観します。

2 ．越前・若狭の川
福井県内（旧越前国と若狭国）には、現在200以上の

川があります。江戸時代以降、川の状況を把握した

り、あるいは工事を行うために、川を描いた資料が各

地で作成されました。

越前国の代表的な川として、九頭竜川、足羽川、日

野川があります。

九頭竜川は、農業用水や舟運の輸送路としてのみな

らず、福井城下の飲料水（芝原上水）などとして利用さ

れました。足羽川では、福井城下で使用する木材を筏

にして運搬する筏流しがなされ、その様子は福井藩内

にて4月の代表的な行事として知られていました。日

野川においては、日野川流域最大の農業用水である

松ヶ鼻用水が引かれるなど、農業用水としての利用が

盛んになされました。

また敦賀に流れる笙の川の上流、現在の疋田地区

に、舟川と称される川があります。江戸時代には、北

前船で敦賀湊に運ばれる大量の物資をより効率よく京

都へ運ぶため、敦賀と琵琶湖をつなぐ運河の開削を目

指す機運が高まりました。文化13年（1816）に小浜藩

などにより川が開削され、これにより敦賀湊から疋田

までは舟で、疋田からは牛車で琵琶湖へ物資が運搬さ

越前敦賀庄之川尻ヨリ深坂山中追分辻迄（部分、国指定重要文化財、高樹文庫蔵、射水市新湊博物館保管、幕末頃の舟川の様子を描いている）
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れるようになりました。疋田への舟運はその後一旦廃

止されましたが、幕末には日本近海に外国船が現れた

ことで、京都への物資輸送路確保のため、改めて安政

2年（1855）に舟川は整備され、舟運が再開されまし

た。舟川は最終的には慶応2年（1866）に廃止されまし

た。敦賀と琵琶湖をつなぐ運河の開削はその後も計画

されましたが、実現することはありませんでした。し

かし、日本海と琵琶湖をつなぐ輸送路は、明治14年

（1881）の長浜―敦賀間の鉄道開通という形で実現し

ます。これは、県内において、舟運から鉄道による陸

上輸送に切り替わっていく契機でもありました。

若狭国においても、遠敷郡の遠敷川や木谷川、三方

郡の串子川や八幡川といった川があり、これらを描い

た絵図が残されています。若狭国の中でも主だった川

として、小浜城下を流れる北川、南川があります。小

浜城はこのふたつの川の間に築城され、北川、南川は

天然の外堀として、防御に利用されていました。南川

では舟運や筏流しも行われました。北川では、断続的

な堤防（霞堤）が築造され、それは現在でもみることが

できます。霞堤は川の水を意図的にあふれさせること

で、市街地を守る堤防が壊れないようにするととも

に、生物たちを水路などに避難させる役割を持ってい

ます。北川では現在、増水した川の水を、生態系の保

全に活用しているといえます。

本章では、越前・若狭の川をいくつか取り上げて、

各川の特徴やその利用の様子を紹介します。

3 ．川と暮らしの景観
江戸時代には、川だけでなく、それを利用する人々

が描かれた資料も多数作成されました。

たとえば、県下最大の農業用水として知られる、十

郷用水の取水口である鳴鹿大堰を描いた絵図が挙げら

れます。十郷用水は、開削からおよそ千年にわたる歴

史をもつ用水で、今なお九頭竜川から取水していま

す。天保13年（1842）頃の様子を描いたこの絵図には、

竹や石を利用し水を堰き止めている様子が細かく描か

れています。アスファルトやセメントがなかった当時

においては、こうした材料を使用していたことがわか

ります。この絵図には、鳴鹿大堰のほかにも、渡し舟

に乗って移動する人や、川岸に建ち並ぶ茅葺の家々、

川岸にもう一艘舟が泊められている景観が描かれてい

ます。川舟には、船頭のほかに、乗客が一人と馬が一

頭乗っているなど、細かく描かれています。

また、日野川から取水する松ヶ鼻用水を描いた絵図

には、水を利用する集落の景観が鮮やかに描かれてい

ます。松ヶ鼻用水は水不足に悩む用水であったことか

ら、人々は湧水地を掘り下げて溜め池をつくる場合も

あり、絵図にもその様子が描かれています。

ほかにも多数の資料を展示しますが、そこには、文

字資料だけではうかがえない、具体的な川の利用の様

子や、川を利用する人々の暮らしの景観が描かれてい

ます。本章では、そうした点に注目し、川を利用する

人々やその暮らしの景観を紹介します。

（伊藤大生）

十郷用水樋埋仕方大方之図（部分、九頭竜川鳴鹿土地改良区蔵、当館保管、天保13年頃の鳴鹿大堰の様子を描いている）

3No.68



特集「歴史の扉」～学芸員による福井新聞への寄稿②～

令和4年（2022年）5月28日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

令和4年（2022年）6月25日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

　令和3年度より、福井新聞に福井県の文化施設の職員が寄稿しています。福井県立歴史博物館の学芸員は、新聞に月
に1回掲載される「歴史の扉」欄で、日々の調査の中で気がついた面白いこと、楽しいことなどを執筆しています。福井
新聞社より「歴史の扉」の画像提供とご協力を得て、過去に掲載された「歴史の扉」を紹介させていただきます。
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令和4年（2022年）7月23日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

令和4年（2022年）8月27日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

特集　「歴史の扉」～学芸員による福井新聞への寄稿～②
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令和4年（2022年）9月24日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

令和4年（2022年）10月22日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

特集　「歴史の扉」～学芸員による福井新聞への寄稿～②
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令和4年（2022年）11月26日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

令和4年（2022年）12月24日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

特集　「歴史の扉」～学芸員による福井新聞への寄稿～②
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博物館日誌   （令和5年3月～8月）

⃝2日㈭
三国西小学校３年生　団体見学
⃝5日㈰

北陸新幹線開業カウントダウンイベント　出展（フェニック
スプラザ）
⃝11日㈯

企画展「越前の絵馬～館蔵資料を中心に～」オープン（～5月
7日）
⃝19日㈰

企画展「越前の絵馬」展示解説
⃝20日㈪

北陸中学校２年生　団体見学
⃝23日㈭

昭和の暮らし模様替え（春）

⃝1日㈯
収蔵品データベース公開開始
⃝12日㈬

越前市武生公会堂記念館　来館（資料借用）
⃝13日㈭

特別公開「姉川合戦図屏風」スタート（2階歴史ゾーン。～5月7日）
⃝15日㈯

ふくい歴博講座「徳川の世と浅井三姉妹」
⃝20日㈭

福井県教育庁生涯学習・文化財課　来館（資料調査）
⃝23日㈰

結城秀康坐像展示 除幕式
⃝28日㈮

武生西小学校 4年生、武生南小学校 3年生、金沢高等学校
団体見学
⃝29日㈯

企画展「越前の絵馬」展示解説

⃝2日㈫
豊小学校3・4年生　団体見学
⃝3日（水祝）

企画展「越前の絵馬」展示解説
⃝6日㈯

ミュージアム・サポーターズクラブ主催「体験！昭和のあそ
び～春編～」
⃝9日㈫

写真展「没後100年 御用写真師・丸木利陽とその作品」終了
（1月3日～）
加賀市立金明小学校 3・4年生　団体見学
⃝11日㈭

写真展「思い出の北陸本線～令和6年春 北陸新幹線福井・敦
賀開業に向けて～」（～9月12日）
⃝16日㈫

明新小学校4年生　団体見学
⃝18日㈭

国高小学校3年生　団体見学
⃝24日㈬

館内メンテナンスのため休館（～6月2日）

⃝3日㈯
2階歴史ゾーン発掘速報コーナー展示替え
⃝6日㈫

上志比中学校2年生　団体見学
⃝16日㈮

滋賀県立安土城考古博物館　来館（資料返却）
⃝19日㈪

福井大学　団体見学
⃝20日㈫

越前市教育委員会　来館（資料返却）
⃝22日㈭

東郷小学校6年生　団体見学
⃝30日㈮

若狭歴史博物館　来館（資料調査）

⃝7日㈮
一乗谷朝倉氏遺跡博物館　来館（資料借用）
⃝10日㈪

石川県立歴史博物館　来館（資料借用）
⃝11日㈫

中央中学校特別支援学級　団体見学
⃝13日㈭

昭和のくらし模様替え（夏）
⃝19日㈬

福井県博物館協議会理事会および総会・研修会
⃝29日㈯

特別展「「鬼柴田」勝家の実像～武勇と統治に長けた忠義の臣
～」開会式・内覧会・オープン（～9月3日）

⃝6日㈰
特別展「「鬼柴田」勝家の実像」特別講演「秀吉と勝家～賤ケ岳
に至る両将の葛藤～」（淡海歴史文化研究所　所長　太田浩
司先生）
⃝11日㈮

特別展「「鬼柴田」勝家の実像」展示解説
⃝18日㈮

博物館実習（～8月22日）
⃝19日㈯

特別展「「鬼柴田」勝家の実像」展示解説
⃝20日㈰

ミュージアム・サポーターズクラブ主催「体験！昭和のあそ
び～夏編～」
特別展「「鬼柴田」勝家の実像」特別講演「井戸茶碗とは～青井
戸茶碗 銘 柴田から考える～」（根津美術館　顧問　西田宏
子先生）
⃝24日㈭

京都女子大学　団体見学
⃝26日㈯

ふくいれきはく講座「「鬼柴田」勝家の実像」

ミュージアム・サポーターズクラブ主催「体験！昭和のあそび～夏編～」
（令和5年8月20日）

No.68	 令和5年9月14日発行

7月

8月

5月

4月

3月

6月

［編集・発行］

福井県立歴史博物館
〒 910-0016	福井市大宮 2-19-15　TEL.0776-22-4675 ㈹
https://www.pref.fukui.lg.jp/muse/Cul-Hist/

開催期間：令和5年10月21日㈯～11月26日㈰
　　　　　※会期中無休
観 覧 料：一般４００円　大学・高校生３００円
　　　　　小中学生・７０歳以上の方２００円
　　　　　※２０名以上の団体は２割引
※会期・内容は、予告なく変更される場合があります。 

公式サイトなどで最新の情報をご確認の上、ご来館ください
ますようお願い申し上げます。
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